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の世帯がCATVで視聴をしてきました。そこへテレ

ビのデジタル化が到来したのです。地域住民が営々

として作り上げてきた既存のCATV共聴施設は、地

デジにはほとんど対応できないと推測されます。

ネットワーク環境の未整備と地デジに対応できないと

いう二重の難問があるわけですね。それらに対してどう

取り組まれていますか。

全県域にわたって、光ファイバ網の公共整備を図

ることとしました。折しも、平成の大合併が各地域

で推進されてきましたから、合併自治体間のシステ

ムそのものの不整合も一挙に解消する必要がでてき

ました。これら大変化に「一網打尽」に対処できる

という意味で広域光ファイバ網の敷設は良策です。

とは言え、そのネットワークの技術的な管理と運

営には様々な難問が予想されます。そこで、公設民

営のシステムを作ることとして、民間企業一社を立

ち上げました。そこでの最大のテーマは、「良質な

ICT環境の中で、創造的な行政サービスを推進して

いく」ということです。この地域の電子政府の成否

は、この先進的環境を自家薬籠中のものとしていけ

るか否かにかかっているということです。

地域から見て、電子政府推進の現状についてご意見を

お聞かせください。

平成の大合併による過渡期の中で、旧自治体を統

電子政府推進員就任のきっかけを教えてください。

私の専門は電気通信です。近年その中心にあった

のがパケット通信技術でした。私は、この黎明期か

らその技術開発や普及に注力してまいりました。

インターネット技術の普及について最も腐心した

のは、デジタルデバイドをどうしたら避けられるか

ということでした。地域間格差や社会階層的格差、

年齢・生理的な格差によるデバイドです。そのため

に様々な活動をしてまいりましたが、その中の一つ、

地域間におけるデバイド解消組織として、山梨県地

域情報化推進協議会を産学官で立ち上げ、私はそ

の代表の一人となりました。現在、電子政府推進員

をさせていただいているのはその結果です。

山梨県におけるデジタルデバイドの実態についてお聞

かせください。

地域間のデバイドの典型的な実態は、自治体行政

そのものの力量のばらつきではなくて、ネットワー

ク環境そのものの格差、その結果として発生する地

域住民へのICTサービスの質の格差です。

山梨県は県土の70%が山岳地帯です。その多く

は山峡にあって過疎や高齢化に悩む地域です。その

ために、平成18年1月現在、18%の町村においてブ

ロードバンド環境の未整備集落が存在しています。

他方、そうした地形のためにテレビの難視聴地域が

多く、その解消に注力した結果、なんと全県の88%

電子政府推進員 伊藤　洋

地域から見た電子政府推進における
課題と今後の展開

電子政府を推進していく中で、デジタルデバイドは大きな課題となっている。

デバイドにも様々あるが、電子政府推進員で山梨大学名誉教授の伊藤 洋

氏に、特に地域間におけるデバイドの現状と今後の展開について聞く。
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昭和42年東北大学大学院工学研究科電気及び通信工学専攻博士課程修了。

同年山梨大学工学部助教授、以後同大学教授・評議員、総合情報処理セン

ター長、工学部長、副学長などを歴任。平成16年9月30日退官。山梨大

学名誉教授。専門は、電磁界理論・情報伝送工学・プラズマ物理学など。

現在、経済産業省「関東経済産業局地域知的財産戦略本部」本部員、総務

省関東総合通信局「関東IT支援NPO連絡協議会」代表幹事、山梨県「地域

情報化推進協議会」副会長、NPO山梨情報通信研究所理事長など。著書に

『えんぴつで奥の細道』（ポプラ社）、『Electromagnetics in Plasmas』

(CapeCoast University Press)、『核の時代をどう生きるか』（ポプラ

社）、『コンピュータネットワーク』（技術評論社）他。

合した行政システムの再構築が喫緊の課題です。こ

れには、ローカルガバメント（LG）としてのICTの恩

沢を広く住民に享受してもらうためのシステム構築

が必須です。しかし、それを成し遂げるためには、

それ以前に新自治体におけるバックオフィスの基盤

整備が先行されなければなりません。つまり、地域

からみると、理想的な電子政府への道はまだ未だ山

あり谷ありの状況だということが言えるでしょう。

自治体におけるバックオフィスの整備状況はどうなので

しょうか。

概観してみると、過去その多くは汎用システムで

構築され、オーダーメイドのシステムになっておりま

した。その結果、法令改正や環境変化に合わせて常

に補修しなくてはなりませんでした。しかし、つい

に大合併によって弥縫策では如何ともし難くなって

きました。これからも過去のやり方を踏襲していく

となると、自治体における情報システムの維持費は

莫大なものとなります。このままでは、予算的にも

人的にもICTによる負担に耐えられなくなります。

そうした問題に対して、電子政府推進員としてどのよう

なお考えがありますか。

喫緊の課題として市町村におけるバックオフィス

の整備、わけてもオーダーメイドから国際標準に準

拠した量産品利用の調達へと新たなコンセプトを提

案していく時期が来たと考えています。たとえてい

えば、自分の体型に合わせて洋服を調達するのでは

なくて、既製品に自分の体型が合うようにする努力

が必要だというわけです。

その手始めとして現在甲府市の情報システムの整

備について、斬新な発想で新構想を鋭意検討してい

ます。担当者の天を突くような意気に押されて間違

いなくこの試みは成功すると確信しています。

最後に、電子政府が今後発展していくためにはどうす

ればいいのかご意見をお願いいたします。

地域から虫の目を使ってみたときに、現行の電子

政府は成功しているようには見えません。各種申請

がネット上でできるとはいえ、その必要性は、一市

民レベルからは数えるほどしかありません。役所間

のドキュメントの往復を業務とする士業を除けば、そ

うしたサービスによる合理化はささいなことです。

そうではなくて、u-Japanの電子政府は、e-Japan

という世界一ハイレベルなネットワーク環境の中に

おいて、過去にない新しい自治体サービスの創造へ

と発展しなくてはなりません。それには地域住民と

自治体行政が共に考え、自らの身柄に合った新サー

ビスの創出を行う必要があります。しかし、残念な

がらその機運は少なくとも私の住む地域では醸し出

されているとは言えません。電子政府推進員として、

私自身の力量が問われていると実感しています。

Profile



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


